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心肺蘇生法・ＡＥＤ講習会参加 
 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者学級の皆さんも参加し、児童たちも真剣に 

 7 月 11 日、和田小学校保健委員会で日置市消

防本部南分遣所員より、心肺蘇生法とＡＥＤの使

い方の講習がありました。講習は毎年開催されま

すが、繰り返し練習することでしっかり身につ

き、いざという時 冷静に対応できます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

和田地区は分遣所より離れているため、通報か

ら救急車が到着するまで 15 分以上かかります。

意識がない時は、心臓マッサージをして救急隊が

到着するのを待ちましょう。 

 AEDは、和田地区内では地区公民館と和田小学

校、湯之浦カントリークラブ、ひまわり館にあり

ます。緊急時にはためらわずに AEDを使用してく

ださい。（使用法はアナウンスガイドに従って） 

和田地区公民館 事例発表報告 

  

 

 

 

 

 

和田地区が取組むさまざま活動を発表 

  7月 17日鹿児島県民交流センターに

て地域資源活用・共生協働促進シンポ

ジウムに参加し、昨年度実施の地域連

携アドバイザー派遣事業について活動

事例発表を行いました。 

  和田地区の活動では、地域の最重要

課題としての人口減少対策を中心に発

表しました。 地区では、平成 17年度

以降に人口減少が急速に進み、地域存

続のためには少しでも人口増につなげ

る対策が必要ということで、平成 27年

度より空き家・空き地対策に取り組ん

できました。その結果、令和４年度ま

での８年間で 16件の空き家・空き地に

延べ 20世帯の移住転入がありました。 

乳幼児のいる若い世帯の移住の効果な

ど地域活性化につながる起爆剤になっ

たことなど報告しました。参加者から

は、移住者を受け入れるための地域の

在り方など議論されました。 

スローライフ・スローフード 
田舎暮らしを楽しみませんか 

  特選空き家・宅地（空き地）紹介 

  地区内には、まだ住めそうな空き家、良

い宅地になりそうな空き地があります。地

区公民館では、貴重な地域の資源として活

用する取り組みをしています。紹介いただ

いた空き家は、市の空き家バンクにも登録

してもらい、多くの移住につながっていま

す。今回、その一部を紙面にて紹介します。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  空き家バンク登録の物件は、日置市のホ

ームページにて詳しく紹介してあります。

現在、地区内は 3件登録してあります。 

宅地（空き地）は、紹介になります。関

心のある方は地区公民館へご連絡くださ

い。 空き家・空き地の登録にご協力を 

 

日 曜 行  事 

１ 金 苙岡：グラウンドゴルフ大会 

スマホ教室 19：00 

３ 日 下和田：市道愛護・農道整備 

８ 金 文書発送 

９ 土 フラダンス教室 13：00 

10 日 吹上中学校体育祭 8：40 

瀬谷：農道整備 

中和田：農道・河川草刈り 

11 月 ハーモニカ教室 10：00 

16 土 楽しい卓球教室 9：30 

17 日 和田小学校整備作業 7：30 

苙口：敬老会・山神祭 

助代：花壇手入れ 

瀬谷・上和田・中和田：敬老会 

18 月 〇敬老の日 

助代・下和田：敬老会 

19 火 高齢者学級研修視察 9:00 集合 

22 金 文書発送 

23 土 〇秋分の日 

フラダンス教室 13：30 

24 日 苙岡：敬老会 

25 月 ハーモニカ教室 10：00 

27 水 和田小・地区合同運動会準備 

14：10  

7/25(火)女性学級では、喜楽奈村より坊野

美和子先生をお招きして、健康教室を開催。

「歌って喋って楽しく健康に」をテーマに、

音楽に合わせて体操したり、みんなで歌った

りと、とても楽しい時間を過ごしました。今

年度の女性学級は第 4 火曜日の 10：00 から

の日中開催。語り合うこと、学ぶことは人生

を豊かにします。ご参加お待ちしています！ 

あなたの勇気が命を救います。 

1 周囲の安全確認 

2声掛け、意識と呼吸を確認 

3 周りの人に手伝いを頼む

（AED確保と救急通報） 

4 心臓マッサージ 30 回（と人工

呼吸 2回）を救急隊到着まで

繰り返す。 

おひさま運動 

お はようの声ひびく 思いやり育てる やさしいまち 

ひ ろげよう読書 感動あふれる 学びのまち 

さ わやかな汗 心と体きたえる 健康なまち 

ま もろう決まり みんなでつくる 安全なまち 

〇宅地〇 

きれいに整地さ

れています（中

和田自治会内） 

〇宅地〇 

緑にかこまれた上

和田ミニ団地内(問

合せは、日置市へ) 

 

〇空き家〇 

合併浄化槽完備

しています。すぐ

に入居可能です。

（中和田） 

  

９月の行事予定 
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地域行事をつなぐ その➀ 

苙口自治会 六月燈開催 

７月 16日(日)苙口自治会では、六月燈(七夕)

が開催されました。 

 

 

 

 

 

 

地域内外の協力で素敵なお祭りが開催されました 

女性陣は七夕飾りを、男性陣は苙神様の縄練 

りや苙神境内の清掃を行いました。 

 

 

 

 

 

苙口の皆さんが一丸となっ

たお祭りには、地区外の方も応

援に駆け付け、準備だけでなく

歌などの出し物でも大活躍。 

行事を通して守り繋いでき

た地域のつながりの強さを感

じる一夜となりました。 

和田地区夏祭り花火大会も、地域の皆さんの協

力と地区外の方の応援で、舞台や出店、花火打上

げと盛り沢山のお祭りになりそうです！ 

その② 七夕さまへ 願いを込めて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  各公民館で毎年趣向をこらしてきれ

いな七夕飾りを制作しています。季節

を感じる素敵な行事ですね。これから

もずっと続いていきますように。 

その③ 夏祭りを彩る大ヅル作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達による力作!! 大きな大きな灯ろうです 

  8 月 12 日（土）開催の第 30 回和田地

区夏祭り花火大会に向けて、着々と準備

が進んでいます。児童クラブの子ども達

が作成した大ヅルもそのひとつ。1・2年

生の背丈と変わらないほどの大きな作

品を、力を合わせて作り上げました。 

コロナ禍で花火大会だけになってしま

った数年間も、灯ろうコンクールは開催

し続けました。その努力が作品に表れて

います。 

当日は大ヅルだけでなく、児童がそれ

ぞれに制作した灯ろうと夏祭りポスタ

ーも展示します。 

子ども達によって描かれた可愛らし

く明るい絵が、会場を華やかに飾ってく

れます。展示場所はプログラムの裏面に

記載していますので、当日を楽しみにお

待ちください！ 

「わだっこ」夏の思い出 
 奄美の泥染め体験 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  夏休みの思い出に、和田地区の子ども達

が奄美の泥染めを体験しました。講師は黒

丸 玲奈先生、有名な切り絵作家さんです。 

泥染めは奄美の田んぼの泥でなければ染

まらない、貴重な伝統技法。夏空の下、熱

心に根気強く染める作業を繰り返し、綺麗

に染め上がった作品をみて、皆さんからは

喜びの声が上がっていました。 

 

第５期地区振興計画（令和３年度～５年度） 

地区のテーマ；『ずっと住み続けたい地域を目指して』 

 三世代 仲よく、住んでよし 学んでよし、 

和田地区・和田小学校 

和田地区人口：総人口/447人 男性/216人 女性/231人 世帯数/254世帯 5.8.1現在 

 

藤元地区から応援出

演の本山誠さんと力士 

苙口の七夕 

六月燈を盛り

上げ、公民館

前を華やかに

飾りました。 

上和田公民館

を彩る綺麗な

七夕は育成会

といきいきサロ

ンの皆さんの

力作です。 

下和田公民館前が

七夕で明るく。ニコ

ニコサロンの皆さ

んと育成会の子ど

もたちとの共作で

す。皆さんの笑い

声が聞こえるよう。 

中和田公民館

手作りのかわ

いらしい飾りが

素敵な七夕。 

サロンの皆さ

んで丁寧に作

り上げました。 

大島紬の生地

に欠かせない

泥染めの工程

と歴史を学ぶ。

黒丸先生のお

話に熱心に耳

を傾けます 

 いざ泥染め

開始！独特

の匂いと戦

いながら一

生懸命染め

ていきます 

 
シャリンバイの液→石

灰水で生地を揉み込

む作業を何度も繰り返

した後、泥で染める。

回数を重ねるほど色

が濃く綺麗になる。染

め上がった生地を干

す光景は、壮観です！ 

(9月の行事予定は裏面へ) 


